
[寄生虫学雑誌第44巻第２号154-160頁，１９９５，４］

C肌加cestus′omosa川ｓの疫学的研究

種子島における調査結果について

影丼昇'）矢野原良民の
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てＡ池で発生しており，従って調査はＡ池を中心に行な

われた。

わが国には現在Ce7zt7ocestﾘｓ属の吸虫はｃａｒ、α‐

tuｓ（Tanabe，1922）Price，1932,Ｃ/b｢ｍｕｓａｎｕｓ

(Nishigori，1924）Price，1932及びC7zycticoracis

Ozumi，1935）Kobayashi，1942の３種が報告されて

いるが，その感染についての詳細な疫学的調査は矢野原

(1985）の報告以外見られない。

本属吸虫は人体感染が証明されており（田部，１９２２；

錦織，１９２４；黒川，１９３５；胄景，１９５６；ＨｏｎｇｅｔａＺ.，

1988)，動物実験では病理組織学的に中等度の腸炎が見

られることも知られ（Nath,1972;PandeandShukla，

1973)，人畜共通寄生虫病の立場からもその疫学的調査

は重要な意義を持っているものと考えられる。

著者ら（矢野原・影井，1983）は鹿児島県熊毛郡種子

島中種子町における某養鰻業者の池を中心にウナギのシ

ラス並びにクロコにおいて発生したＣ/b7mosamLsに

よる魚病問題を報告したが，本報告ではその報告を契機

に同じフィールドにおける本虫についての疫学的調査を

行ない，２，３の知見を得たので報告する。

調査対象と調査方法

調査は某養鰻業者の敷地内に生息している生物のみを

対象に行なった。

先ず1981年４月から５月にかけて現地で採集した生物

を国立予防衛生研究所に空輸して予備検査を行ない，６

月現地での大々的な調査を行なった。

調査地からの第１中間宿主と目される貝類はカワニナ

〔SmLisuZcoSpiraZi6e7tmα(Gould)〕，卜ウガタカワ

ニナ〔Ｔ/z〃ａｓｃａ〃α(Minler)〕，サカマキガイ

〔PhysaacutaDraparnaud〕のみが採集された。そ

れら貝類はｌ個体ずつを破砕し，水道水を張ったシャー

レあるいは時計皿に入れ実体顕微鏡下にセルカリアの有

無を調査した。Ｃｅ"t7ocestus属吸虫セルカリアの種の

鑑別は眼点の位置並びに腺細胞の数によって行なった。

第２中間宿主については養殖池採取のウナギのクロコ

及び幼生魚（シラス）（Ａ"guiZZaﾉqpolzicaTemminck

etSchlegel)，水路並びに小川で採集されたフナ

〔C”αssiusgiMioZα九gsdo杭(CuvieretValen-

ciennes)〕，ボラ（MILgiZcepmmsLinnaeus)，コイ

〔Ｃｙｐ７ｍｕｓｃａｍｉｏ(Linnaeus)〕について，それらの

エラのみを採集し実体顕微鏡下で検査したが，その鑑別

は排泄嚢の形と頭鰊の数に基づいて行なわれた。また検

出されたメタセルカリアはその数を記録し，一部はハム

スターへの感染実験に使用した。ハムスターへのメタセ

ルカリア感染後は一定時日経過後に剖検し，虫体寄生の

有無並びに検出虫体の計測と成虫の場合は虫体内卵子数

を数え，その発育状態を観察した。

終宿主については野生のイタチや鳥類の調査を行なう

ことは出来なかったが，僅かに当地区で飼育していたシェ

パード犬1頭，ドブネズミ４頭について検査を行なうこ

調査地の概要

種子島は九州最南端佐多岬の南方約40Ｋｍにあり，

亜熱帯の温暖な気候のため，ガジュマル，デイゴ，ソテ

ツ，メヒルギが至る所にあり，島は珊瑚礁から成る。調

査地は図１に示すように中種子町の太平洋岸に面した熊

野神社近くの平地ほぼ1600アールの土地を約70アール

(ＯＢ等）ずつに区面して養殖池を作り，約10年前より

養鰻を行なっていたが，本調査の行なわれる数年前より

死亡ウナギが目立ち，現在ではＡ１-４（各10アール）と

Ｂ4-5（各70アール）のみが使われている。魚病は主とし

、国立予防衛生研究所寄生動物部・東邦大学医学部公衆

衛生学教室
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たが，各地点から採集したサカマキガイ（表１のＡ）

388個の調査ではセルカリア類は全く認められなかった。

またトウガタカワニナ（表ｌのＢ）は養鰻池あるいは水

路からのみ採集され，検査された計2,018個のうち２．１３

％（43個）にセルカリアが見出されたが，その種類は

Pseude｡co7c/zismq/oｒ（26個，129％）並びにＣｅ"

とか出来た。犬については糞便検査のみを行ない，ドブ

ネズミは糞便検査と剖検とによって寄生の有無を調べた。

検査結果

[第１中間宿主］

第１中間宿主と目された貝類の調査結果は表１に示し
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TablelSurveysonthecercarialinfectioninthefreshwatersnails

Cemro‐

ＣｅＳｍＳ

/brmo-
SqWZ〃Ｓ

Ｃｅｒｃａ－

ｒＪａ

Ｊ〃Cerra

Cerca-

7la

yoshjdae

PSC"d-

exolch/ｓ

ｗｑ/０７

Dateof

survey

Ｎｏ．of

snails

exam-

ined

TotalNo

ofposi-
tive

snails(916）

Snail＊Siteof

collection

1６０

１０７

１２１

０
０
０

４
４
４

１
ｌ
ｌ

ｙ
ｙ
ｙ

ａ
ａ
ａ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ａ
Ａ
Ａ

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

ｙ
ｅ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

州耐跡咽州州州州恥陥蠅蝿蠅栖楴晦蝿舳
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

１(0.76）

２(10.00）

０

１（1.23）

１(3.23）

０

１(0.38）

１(0.49）

０

６(2.25）

７(2.24）

１８(5.92）

６(2.37）

４５(7.34）

l(0.76）

４
２
２
２
２
０

１
６
７
７
７
７
７
７
７
２
２
２
２
ｌ

⑳
頤
正
正
疋
加
加
加
加
配
眠
加
正
嘔

Ｍ
ｍ
ｍ
几
几
几
几
几
血
皿
几
几
几
Ａ

２
０
０
１
１
５
５
４
４
７
３
４
３
３

３
２
８
８
３
９
６
０
６
１
０
５
１

１
２
２
２
３
３
２
６

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

２(１０．０）

1（1.23）

７
１
ワ
ニ
３
４
‐
５
〆
０
７
１
４
，
『
）
『
ノ
３

０
Ｏ
ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

l（3.23）

l(0.38）

1（0.49）

1(0.37）

３(０９６）

６（1.97）

４（1.58）

７（1.14）

５（Ｌ87）

４(128）

１２(395）

２(0.79）

３(0.49） ２(０３３）３３(5.38）

３８８

２，０１８

６４４

０

４３(2.13）

４６(7.14）

ＴｏｔａｌｏｆＡ

ＴｏｔａｌｏｆＢ

ＴｏｔａｌｏｆＣ

１７(0.84）

７（1.09）

2６（129）

３(0.47）３(0.47）３３(512）

*:Ａ:Ｐｈｙｓａａｃｍａ（サカマキガイ）

Ｂ:Ｔ/Zｊａｒａｓｃａｂｍ（トウガタカワニナ）

Ｃ:Semjs"/cospjrα/j6ertj"ａ（カワニナ）

t7ocestus/blmosa几ｕｓ(17個，0.84％）であった。

養殖に関係のない養鰻場横を流れる河Ⅱ|(表ｌのＣ)か

らはカワニナのみが644個採集され，その7.14％（46個）

にセルカリアが検出されたが，種類はＣ/brmosα"ILS

(７個，1.09％),Ｒｍａｊｏｒ（３個，0.47％)，Cercaria

mcerta（３個，0.47％）及びCercmayos/zidae（３３

個，5.12％）の４種であった。

われたが，その50.0％および950％にメタセルカリアの

寄生が見られた。また寄生数については最低で２隻，最

高で566隻の寄生が見られ，ウナギに比べてより多数の

メタセルカリアが感染していた。

幼若ボラについても７匹が調査されたが，その６匹

(85.7％）に平均9.2（４－１４）隻のメタセルカリア寄生

が認められた。しかし，ティラピア（７匹）並びにコイ

（１匹）についてはメタセルカリアの寄生は見られなかっ

た。［第２中間宿主］

先ずαt7a7zdom採集によるウナギの感染率をみると，

表２に示すように魚体の大きさにはあまり関係なく，

36.4～100.0％のウナギの鯛に平均5.8～11.7隻，最高６３

隻のｃ/ｂ７ｍｏｓａｎｕｓのメタセルカリア感染が見られた。

また死亡した幼ウナギ及び成ウナギにも若干のｃ

/ｂ７ｍｏｓａｍＬｓのメタセルカリア感染が見られた。

次にフナは２回にわたり合計26匹について検査が行な

［終宿主］

結果は表３に見るようにドブネズミ３頭（75.0％）に，

Ｃ/b,ｗＬｏｓａｍＬｓの成虫あるいは糞便内に虫卵を見出す

ことが出来た。飼育犬の糞便内には本虫卵を見出すこと

は出来なかった。

グッピー並びにフナから採集したメタセルカリアをハ
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Table2SurveysonthemetacercarialinfectionofC/brmosα""sinsomefishes

Bodylengthof

fish(c、）

Dateof

survey

No.ｏｆ

ｆｉｓｈｅｓ

ｅｘａｌｎ．

TotalNO

ofpositive

fishes(96）

No.ofwonns

detected

Av.(Min-Max.）

Species
offish

６．２（5.5-6.9）

９．０（6.1-120）

13.7（13.0-140）

26.6(19.6-25.5）

21.6（9.0-27.8）

42.0

April25

Mayl4
June6

June6

June6

Junｅ６

４（36.4）

6７（84.8）

３（100.0）

４（６６７）

１（２００）

１（50.0）

７．３（１－２８）

５．８（１－６３）

９．７（４－１７）

117（１－１２）

1

２

Ａ"８mﾉﾉﾉα＊

A"8Jｲﾉﾉﾉα＊

A"gzｲﾉﾉﾉα＊

A"g"ﾉﾉﾉα＊

A"g"ﾉﾉﾉα↑

A"g"ﾉﾉﾉα↑

１
９
３
６
５
２

１
７

7.2

10.7（9.0-14.0）

June6

June9

６

２０

３（50.0）

1９（９５．０）

160.7(86-324）

131.8（2-566）

Ｃａｒａｓｓｍｓ
■

Ｃａ７ａｓｓｍｓ

11.0(10.0-12.5）Ｊｕｎｅ６ ７ ６（85.7）９．２（４－１４）Ｍ"8ﾉノ

ＴＭａｐｊα＊
T/Zﾉﾉapjα§

June6

June6

４
３

０
０

０
０14.7（8.5-25.5）

９．６（8.7-11.0）

June６ １ ０ ０３４．５C池が"“

*:ａｔrandom;↑:dead;＊:ａｔpond;§:atbroak

Table3Surveysontheadultwonns/eｇｇｓｉｎｓｏｍｅｍａｍｍａｌｓ

Speciesofhelminths No.ｏｆ

ｗｏｒｍｓ/egg
detected

Date

of

survey

Species
of

mammals

Body

weightof

host(9)

H)wze"o/cpjsd/”""ra

Cysticercusofcattapeworln

Ce""ocesms/b'mosα""S

CC"jrocesms/brmosα""s

unknownnematode(male）

Ce""ocesms/brmosα"皿s

Tr/c/'”ｊｓ１ｗｌＰｊｓ

Ｍａｙ１５，１９８１

June６，１９８１

111Ｒａｔ

Ｒａｔ ２

＋(eggs）
７

１

７

＋(eggs）

June６，１９８１Ｒaｔ

June７，１９８１

June６，１９８１

110Ｒａｔ

Ｄｏｇ

主に関する結果が報告された田部（1922)，錦織（1924)，

青景（1956)，伊藤ら（1959)，三島（1959)，影井

(1966）等の報告，終宿主に関する錦織（1924)，

Yamaguti（1939）等の報告があるだけで，全般的に行

なわれた本虫の疫学的調査研究は沖縄県宮古島での矢野

原（1985）の報告以外には見当たらない。

Ce7ztrocestus属吸虫は，その寄生部位が鯛であるた

めか横川吸虫ほど多数の人体感染者の報告は見られない

ものの何例かの報告が認められる（田部，１９２２；錦織，

1924；黒川，1935；胄景1956;ＨｏｎｇｅｔａＺ，1988)。そ

れゆえに人畜共通寄生虫病の原因虫としては充分考慮し

ムスターヘ経口感染後４日，５日，７日，１１日，１４日，

21日目に剖検によって得られた虫体の各部位の計測値は

表４に示したとおりである。感染４日目の虫体はやや小

さいが，子宮内虫卵を有して成熟しており，その後５日

目以降，日時の経過に伴う大きさにはそれ程の成長は見

られず，子宮内虫卵数についてもさほどの変動は見られ

なかった。

考察

我が国におけるCe7ztrocestus属吸虫に関する調査報

告については，他の目的での調査で偶然その第１中間宿
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ておくべき寄生虫である。

本報告は，たまたま養殖ウナギへの大量感染による被

害の原因究明を依頼された著者らによって，その原因が

Ｃ/brmosα"ｕｓメタセルカリアの鯛寄生による窒息死

であることが解明されたことから（矢野原・影井，1983)，

本虫についての疫学的調査が行なわれるに至ったもので

ある。従って，フィールドとしては種子島中種子町の養

鰻池並びにその周辺部が対象となった。

第１中間宿主と目される貝類の調査では，養鰻池並び

にその周辺部河川流域で採集されるものとしてはカワニ

ナ，サカマキガイ，トウガタカワニナのみであり，その

うちカワニナ並びにトウガタカワニナに本虫セルカリア

の寄生が見られた。卜ウガタカワニナは本吸虫の第１中

間宿主としての新記載種である。宮古島での調査を行なっ

た矢野原（1985）はその第１中間宿主としてヌノメカワ

ニナ（ＭＣＩα"oidestu6e7cuZatus）とトウガタカワニ

ナの１種〔Ｔｈｉａ７ａｓｐ．(1)〕をあげており，カワニナ，

イポアヤカワニナ（nz7e6iag7α"旅7ａｏＭ９ｕｉ‐

grα"Csα）及びトウガタカワニナの１種〔Thia7asp．

(2)〕への感染は見られなかったことを報告し，カワニナ

類の種類によって感染性に差が見られるとした。矢野原

(1985）は文献的にはカワニナはCent7ocestus

/brmosamLsの第１中間宿主と報告されているが（伊

藤ら，1959)，貝類分類の点で多くの疑問点があるとし，

Ｃ､/brmosamLsの第１中間宿主はヌノメカワニナ及び

トウガタカワニナの1種であり，Ｃａ７ｍａｔｕｓはカワニ

ナであると報告している。しかし，Martin（1958）は

オアフ島での調査でイポアヤカワニナでの本虫発育を報

告しており，矢野原（1985）の結論と異なる結果を示し

ている。従って，この事は今後それぞれの種のミラシジ

ウムについてのカワニナ類への感染実験によって解決さ

れるべき問題と考えている。

第２中間宿主に関してはウナギ，フナ，ボラにその感

染が認められたが，ティラピア，コイには感染は認めら

れなかった。ボラは本虫の日本における中間宿主として

は初めての報告である。

矢野原（1985）の調査では，その対象魚が本報告とは

やや異なることから，そのまま比較することは出来ない

が，グッピー，フナでの自然感染を認めている。更に，

Ｃａ７ｍａｔｌＬｓのセルカリアのグッピー，フナ，モツゴ，

ドジョウへの感染実験で，グッピー，フナでは感染が認

められなかったものの，モツゴとドジョウでは感染が成

立したことを報告しており，Ｃ､./brmosα"ｕｓとＣ

ａ７ｍａｍｓ両種セルカリアに宿主特異性のあることを示

唆している。このことも今後さらなる調査研究が行なわ

れるべき課題と考えられる。

終宿主に関しては鳥類が重要な役割を演じているとさ

れ，事実，矢野原（1985）もコサギ，ゴイサギ，リュウ

キュウヨシゴイから本虫成虫の多数寄生例を報告してお

り，Yamaguti（1939）もチュウサギ等の鳥類を終宿主

として報告している。今回の調査では鳥類の調査は行う

事は出来なかったが，ドブネズミから本虫成虫並びに虫

卵を見出していることは，本調査地区での哺乳動物への

感染が考えられ，明らかに生活環が回転していることを

示している。更に，本虫の終宿主内での発育は極めて早

く，錦織（1924）は今回の感染実験で見られたより更に

短時間の，感染後72時間で殆んどが成熟することを報告

しており人体へ感染した場合でも，本虫の極めて速い成

長による，繰り返しの重複感染によって多数寄生者を生

ずる事も考えられることから，このことは本症の流行に

も連がる問題であり，注意が必要であろう。

まとめ

種子島（鹿児島県熊毛郡中種子町）における某養鰻業

者の養殖池を中心にＣｅ"trocestus/brmosamLsの疫

学的調査を行ない，次のごとき結果を得た。

ｌ）．本地区におけるＣ/brmosα"ｕｓの第１中間宿主

としてはトウガタカワニナ（Ｔ/ｚｉａ７ａｓｃａ６７α）並

びにカワニナ（SemtsuZcoSpi7aZi6erti"α）が考

えられた。また卜ウガタカワニナは本虫の第１中間

宿主としての新記載種である。

２）．第２中間宿主と考えられる魚類の調査を行なった

ところ，ウナギ，フナ，ボラに本虫の被嚢幼虫が見

出されたが，ティラピア並びにフナからは見出され

なかった。ボラは日本での第２中間宿主としての初

めての報告である。

３）．終宿主に関しては，ドブネズミと1頭のイヌにつ

いてのみ調査が行なわれたが，ドブネズミから本虫

の成虫並びに虫卵が見出され，当調査地区での生活

環の回転を認めた。

４）．ハムスターへ本虫の被嚢幼虫を経口投与し，その

発育状況を観察したところ，感染４日目には既に成

熟に達した個体が認められた。
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Abstract

EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON CENTROCESTUS FORMOSANUS (NISHIGORI, 1924)

SURVEYS OF ITS INFECTION IN TANEGASHIMA, KAGOSHIMA PREFECTURE, JAPAN

Noboru KAGEI and Yoshitami YANOHARA

Department ofParasitology, National Institute ofHealth, Tokyo 162, and

Department ofPublic Health, Faculty ofMedicine, Toho University, Tokyo 143, Japan

Biofunctional Engineering Institute, Osaka 545, Japan

Surveys of Centrocestusformosanus (Nishigori, 1924) (Heterophyidae: Trematoda) infection in snails, fishes

and mammals were carried out at some points of a stream and several ponds in Nakatane-machi, Tanegashima,

Kagoshima Prefecture, Japan.

Both of Thiara scabra (Miiller) (0.84%) and Semisulcospira libertina (Gould) (1.09%) were found to be infected

with C.formosanus cercariae. Thiara scabra is the new host record. Many oval metacercariae of C.formosanus which

is characterized by double circles of circumoral spines and a very distinct X-shaped excretory bladder were found in

the gills of eel, Anguillajaponica Temminck et Schlegel (20-100%), crucian carp, Carassius auratus (Linnaeus) (50-

95%) and gray mullet, Mugil cephalus Linnaeus (85.7%), which were collected from ponds and a stream of Nakatane-

machi. The gray mullet is first recorded as the 2nd intermediate-host of C. formosanus in Japan. Seventy-five per cent

of4 rats {Rattus norvegicus) were lightly infected. Feeding experiments with lighter infective doses of the metacercarial

cysts of C. formosanus, recovered from some intermediate hosts, were undertaken in some hamsters to assess the

developments on the 4th, 5th, 7th, 1 lth, 14th and 21th days after infection. Following ingestion by the experimental

hamsters the matured metacercariae were gotten on the 4th days.




